








聖書の言葉 （マタイ福音書５章９節）[訳文は私訳]



聖書の言葉 （ヤコブの手紙 3章 5～ 6節）
「どんなに小さな火でも大きい森を燃やしてしまう。舌は火です。」

この聖書の言葉にある舌とは人が語る言葉の意味です。そして舌を制御するのは大変むずか

しいとこの手紙は申します。誰かに言われた言葉に傷ついてなかなか立ち直れないということ

が時として起こります。社会問題になっている「いじめ」も多くのケースで言葉が原因となっ

ているようです。言われる子どもにとっては我慢できない屈辱を覚える言葉もあり、時として

はそれがその子のハートを突き刺す刃物に変わってしまう場合もありましょう。

子供ばかりでなく大人の世界でも「言葉の殺人」は起こります。私たちは誰かを批判し始め

ると次第にエスカレートして、それを続けることにいつしか快感すら覚え始めることがありま

す。ある種の興奮状態に陥って留まるところを知らないまでになるとか。そんな経験を私自身

することがあり、途中でハッとして自分はいい歳して何をやってんだろうと恥じることすらあ

ります。だからこそ上記のような聖書の言葉が必要なのでしょう。一方には人の徳を立てる美

しく好ましい言葉もあります。日本語があやしくなっていると言われる時代であればこそ心し

て人を生かす命の言葉を口に出来る人になれるよう子どもたちのためにも勤め、心がけたいも

のと思います。

〔２００６年 １１月 配布〕

聖書の言葉 （ヨハネによる福音書１４章６節）

『わたしは道であり、真理であり、命である』

教育基本法の「改訂」をめぐり識者による様々な論議が交わされてきましたが、先日、一人

の講師による講演を聞きながら感じた事はわが国には価値観の根底をなす真の価値に対する

共通の感覚があるのだろうかという疑問でした。子供たちに美しいものへの感覚を持たせるた

めに「富士山を見せればよい」と真面目に主張する識者もいると聞きました。｢富士山を見た

ら美しいと思え｣と教育するのが教師の役割だとでもいうのでしょうか。聞きかじりでものを

言うのは良くありませんが教育をどのようにしたら良いかは識者と言われる人や政治家に委

ねて置けばよいというわけにはいきません。ところが私をも含め日頃じっくり教育基本法を読

み検討している人は意外に少ないのではないでしょうか。どこの塾に子どもを通わせようかと

いうことには熱心でも。国即ち時の政府が決めたことを鵜呑みにする風潮は「お上の言うこと

には逆らえない」という拭いがたく染み付いた思いが遺伝子の中にあるからでしょうか。

「本当の自由は神に従うところにある」との古人の思想の深みを私は今かみしめております。

上記のイエス・キリストの言葉と共に。

私たちにとって何が本当の道・真理・命かをじっくり考えてみたいものです。

〔２００７年 ２月 配布〕
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聖書の言葉 （詩編１０３：1節）
『わたしの魂よ、主をたたえよ。わたしの内にあるものはこぞって聖なる御名をたたえよ』

聖書は旧約聖書と新約聖書から成っています。 詩編は旧約聖書の祈りと讃美歌集です。 そ

の中で最も有名なのが詩編２３編です。 「主こそが私の牧者です。私には何の不足もありま

せん・・・」（私訳）で始まる皆さんもよくご存知の詩です。 詩編には歓びの歌あり、悲しみ

の歌あり、讃美の歌あり・・・・と様々ですが、２０００年をはるかに超える昔の、しかも外

国の歌でありながら、国境を超え、民族を超え、宗教の違いを超えて現代の私たちの魂を揺り

動かさずにおかないものがあります。

本当の価値あるものは国境を越え全ての人の心に共感をもたらすものです。上記の詩編が

「わたしの魂よ」と呼びかけ、更に「わたしの内にあるものは」と詠んでいる事に注意を向け

て下さい。「魂」とか「内にあるもの」とは「心」という語では言い表せない人の奥深いもの

を指しています。 聖書には「魂を注ぎだして祈る」という感覚があります。 日本には愛する

人のためにお百度を踏むとか、茶絶ちをするとか、自分の命もかけるといった真剣な願いを表

す思いの表現があります。 聖なる神さまに真剣に向かいあうとき、聖書は魂をかけ、自分の

最も深いところにあるものをかける人間の真実を表現します。 私は想います。日本人はこう

したことを忘れてしまったのではないかと。

〔２００７年 ３月 配布〕

聖書の言葉 （エフェソの信徒への手紙 4章 25節）
「偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を語りなさい」

日常生活において、どのような言葉を使うかは人それぞれに異なりましょう。

そして人それぞれに育ってきた環境によっても言葉遣いは異なります。更に地方によって方言

などもあり、私自身も東北の親戚を訪ねたとき大変とまどいを感じたことがありました。私の

言うことは先方には分かるのに、先方の言うことが私にはさっぱり分からないのです。そんな

経験をお持ちの方も多いでしょう。さて、上記の聖書の言葉ですが、言葉というものは本来は

真実を語るはずのものです。そして、真剣に人と向き合って語る言葉は真実であるべきです。

そこには誠実さが要求されます。 口から出る言葉と、目には見えない心や気持ちが、不一致

では互いに信頼しあうことが出来なくなります。 私が子供の頃『狼が来た』と何度も嘘を言

っては人々をからかった少年が、本当に狼に出会って『狼が来た』と悲鳴を上げたのに、誰も

信用してくれず、その少年は狼にかみ殺されてしまったと聞かされました。 嘘をつくと、そ

ういう目にあうよという教えでした。 しかし、反面、子どもに余りにも厳しく「嘘をつく

な」と教え過ぎて、子どもに嘘をつかせる結果になった例も過去にありました。

さて、今月の聖書の言葉は、自分にとって不利になるような場合についても、心に響く言葉

として味わうべきものと心得ます。 現実には難しいことです。 人間関係が希薄になっている

現代なればこそ、傾聴すべき言葉だと思い、取り上げさせて頂きました。

〔２００７年 １０月 配布〕
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聖書の言葉 （エフェソの信徒への手紙５章１節）

「あなた方は神に愛されている子供です」

昔よく耳にした「ひと（他人）を見たら泥棒と思え」という言葉には、子ども心にも違和感

を持ったものでした。 淋しい気持ちにもなりました。 どうして「人を見たら泥棒と思わなけ

ればいけないのか」が理解出来ませんでした。 家族を見ても、幼稚園の先生や友達を見ても、

どう考えても泥棒とは思えなかったからです。 それがどうでしょう。 最近では「善人に見え

ても疑ってかかるに越したことはない」と言われるほど、世情は堕落しきってしまいました。

嬉しいニュースや、心励まされる情報を、どうしてもっと報道してくれないのかと思うほど、

暗いニュースばかり新聞やテレビを埋め尽くします。 人間には、「神に愛されている子供」と

いう本質があることを、私たちは再認識して、「ひとをみたら神の子供と思え」と言える世界

にしてゆきたいものです。 特に、愛されて育っている幼子を見るとき、その思いを深くしま

す。

聖書の言葉 （ヨハネによる福音書１５章１２節）

「わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい」

先日、86 歳の紳士が訪ねて来られました。「私は平和幼稚園を卒園した者です。昔懐かしい
想いでお訪ねしました。当時は宣教師夫人のメーヤ先生が園長でした」と。 メーヤ先生夫妻

の写真と宣教師舘の写真をお見せすると、懐かしそうに 「そうです。この先生です。お住ま

いもこれでした」と言われ、しばし、時の経つのも忘れて昔語りをさせていただきました。

これは私にとって、クリスマスプレゼントとも言える嬉しいひと時でした。

子どもの目線で見ることを大切に幼児教育に生涯を捧げたと言える父が生きていたら、この

ような出会いに涙したろうとも思いました。 本当の愛とは、その人の全生涯を視野に入れて

関わることだと思いますが、イエス・キリストの愛は、単にその人の全生涯のみならず、その

人の生前と死後にまで心するものであることを、私は聖書によって教えられてきました。

これから迎えるクリスマスは、そのような愛を、この世にもたらして下さったイエス・キリ

ストの降誕に感謝し、祝う時だと心得ます。 子どもたちにも、その愛をもって、メリークリ

スマスと呼びかけたいものです。
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聖書の言葉 （マタイによる福音書１８章３節）

「心を入れ替えて子どものようにならなければ、決して天の国に入ることはできない」

過去に自分が犯した過ちが苦い思い出として胸の中に刻印されているという経験を持つ人

は多いのではないかと思います。そんなものは無いと言える人は幸いです。フランスに長く滞

在して感銘深い文章を沢山残した森 有正氏が『人には誰にも言えない心の片隅というものが

ある』という言葉を残しましたが、それは多くの人に共感をもたらすものとなりました。

嘘をつくなと言われて私も育てられましたが、祈りの中で神様には告白できても他人には言

えないことが心の奥に潜んでいて、夢の中でうなされることすらあります。このようなことは

大人でなくとも子どもにもあるものです。下級生をそそのかせてチュウインガムを一つお店か

ら盗ませた女の子が「チュウインガム一つ」という詩を書くことで心の奥にしまいこんでいた

苦しみを告白したという文章（灰谷健次郎著）を読んだことがありましたが、これも沢山の人

の心に触れるものとなりました。

イエス・キリストという方は『あなたの罪は赦された』と告げることで病人を癒したと聖書

にありますが、これを馬鹿げているという人を私は羨ましくすら思います。

幼子のあの澄み切った眼差しほど私たちの心を洗うものはありません。

『幼子のようにならなければ神の国に入れない』といわれたキリストの言葉が改めて胸に響き

ます。

聖書の言葉 （マタイによる福音書４章４節）

「人はパンだけで生きるものではない。 神の口からでる一つ一つの言葉で生きる。」

この言葉は元来は旧約聖書の申命記８章３節にある言葉ですが、イエス・キリストが荒れ野

で断食と祈りに４０日を過ごされ、飢えを感じていた時、サタンがそのあたりにあった石をパ

ンのかえる奇跡をおこし食べたらよいではないか。「もし、お前が神の子だ」と言い張るなら

と言った時にイエス・キリストが口にされた言葉です。

人が生きるとはどういうことか？と私たちも時々、真剣に考えさせられます。私も少年期か

ら青年期に入る頃に、そうしたことを友人と議論し考えたものでした。そんな時にこの聖書の

言葉は鋭い問いとなって迫ってきたものでした。多くの若者がお国のためということで命を戦

争に捧げていた時代でしたので、なおのことそうした問いは避けて通れないものでした。兄も

２５歳の時、台湾沖でアメリカの潜水艦の魚雷攻撃にあって船が沈められ死にました。海軍の

要請で牧師として南の島へ向かう途中でした。兄が残した日記にも、人はいかに生きるべきか

と自問する文章が残されています。

このような問いに応えようとするのが人間でしょう。これは価値観の問題です。本当に人間

として大切にせねばならないのは何か？自分が何に執着しているのか？我が子に何を期待し

ているのか？心静めて熟考する時を自らに課することも今の時代に私たちに求められている

ことではないでしょうか。
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聖書の言葉 （マタイによる福音書６章９～１３節）

「天にまします我らの父よ、願わくはみ名をあがめさせ給え。み国を来たらせ給え。

みこころの天になるごとく地にもなさせ給え。我らの日用の糧を今日も与え給え。」

上記はイエス・キリストが弟子たちに教えられた祈りの前半です。『主の祈り』と呼ばれ世

界中の教会で用いられている祈りです。私どもの幼稚園では卒園までにこの祈りをお子さんに

お教えしています。私は幼い頃からこの祈りをとなえ続けて参りました。色々な悩み挫折など

に突き当たる時、自分がどう祈ってよいかすら分からなくなった時、夢中でこの祈りを捧げま

した。

呪文ではありませんからそんな祈り方は邪道だと叱られても人がこの世を生きていくには

予期せぬことに出会って、為す術も無いこともあります。『主の祈り』はそんな時のための祈

りだというのではありませんが、祈ることすらできなくなった時の大きな力であることは確か

です。

内容の深い祈りですから、お子さんと一緒に覚えて下さればと願います。

聖書の言葉 （マタイによる福音書１１章２８節）

「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。 休ませてあげよう。」

地球規模で異変が続いております。それも人間が様々な形で排出する二酸化炭素による気温

上昇が原因だと科学者は言います。今後も人間を含む諸生物にとって過酷な経験を伴う災害が

加速的に地球上の諸国を襲うであろうことも警告されています。そう言われてみればそれらの

予兆とも思われる災害が世界の各地ですでに起こっています。私自身も含めてのことですが、

私たちは自分に災難が降りかからぬうちは他人ごととしてそれらを受け止めてしまいます。

しかし、これらの原因は私たちの生活様式と密接につながっているわけで、他人ごととして

無関心ではいられません。我が家では洗剤は最小限に、ビニール袋などは可能なかぎり再利用

を心がけております。

地球規模の問題から目を身近なところに転ずると、私たちの日常じゃ多くのストレスを抱え、

人間関係に亀裂が生じています。信頼し合い、助け合うはずの家族が分裂し、親子関係がギク

シャクし、精神的にも疲れています。自分の権利を主張するあまり他人の立場への配慮が出来

なくなっています。こんな時代なればこそ、上記のイエス・キリストの招きの言葉が心に響き

ます。

本当の憩い、励まし、慰め、勇気付けは自己中心の考えからは生まれてきません。

私にとってこの言葉は人間関係を考える基本となっております。聖書を開いて読んで頂けたら

得るところ大だと信じます。
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聖書の言葉 （マルコによる福音書１章３節）

「主の道を整え、その道筋をまっすぐにせよ」

不愉快なことを書き並べるようですが、ジュースの空き缶は所かまわず放置する。タバコの

吸殻は投げ捨てる。電車の中でもバスの中でも周りに誰も存在しないかのように携帯電話で話

し続ける。無実の人を痴漢に仕立てて金を搾り取る・・・・・・私たちの生活環境はとどまる

所を知らぬまでに崩壊を続けています。

祖国の復興に命をかけて働き続けた世代の人々の誰がこんな状況を予期したでしょうか。

「経済大国」などという看板を掲げることにいつの間にかなったまでは良かったのでしょうが、

内実はかくも惨めな精神的空白状態に陥ってしまいました。誰も他人を責められません。そん

な資格など誰にもありません。他人を責めその責任を問うてみても問題の解決にはなりません。

一人一人が自分の責任として今の事態を受け止めることなしには希望の未来は開かれないで

しょう。

聖書の言葉 （マルコによる福音書９章５０節）

「互いに平和に過ごしなさい。」

目白平和幼稚園の名が示すように「平和」への願いは創立当初からのものです。

戦争当事（もう６０年近い昔のことになりますが）「平和」とう名称は好ましくないと言われ

たりしましたが、幼稚園としてはこの名称を大切にして参りました。平和のシンボルである鳩

の園章も昔と変わりません。

敗戦という代償によって与えられた平和の有り難さも、時とともに風化していく時代の流れ

の中に生きる私たちが、歴史の事実をへし曲げることなく、真実を直視する勇気を取り戻す必

要を痛感します。世界の未来そのものである子どもたちが、再び悲惨な戦争に巻き込まれるこ

とのないよう、成人であるものたちが今その責任を果たす決意をしなければ、かつてそうであ

ったように時代の流れに翻弄されて気が付いた時には抜きさしならぬ状況に立たされると思

います。

日本は海に囲まれた島国であり、周囲の国の動きにうとくなりがちですから、心して目を外

の世界にも向けていないと、ある日突然予想もしなかったような危機的状況に追い込まれるこ

とがないとは誰も保証できません。政治においても経済においても然りでしょう。

平和は自動的に与えられるものでも、棚ぼた式にどこからか降って来るものでもありません。

平和を保ち、持続させる決意と勇気がないところには決して平和は無いことを心得たいもので

す。
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聖書の言葉 （ヨハネの手紙Ⅰ ３章１８節）

「言葉や口先だけでなく、行いをもって誠実に愛し合おう」

人の一生にとって幼児期にどのような経験をしたかは計り知れない重大な意義を持つと言

われます。例えば何かにひどく怯える経験などしますと恐れの感情が根深くその人の内面に秘

められて、成人した後もその影響が残るそうです。

例えば、お子さんを叱る時には毅然とした態度ですべきで、あいまいな叱り方をすると子ど

もの道徳心は養われません。そして子ども何故叱られているのかが分かって「ごめんなさい」

と言った時は、しっかり抱きしめて父として母として憎しみから叱ったのではないことを示し

てあげると、叱られても親の愛を感じ取ることが出来ます。

本物の愛は人を育て、憎しみは人を殺します。『完全な愛は恐れを取り除く』と聖書にあり

ますが、体験の事実としてその通りだと思わされます。

上記の聖書の言葉からも、日常の私たちの人間関係に光を投じるものが感じられます。

聖書の言葉 （ルカによる福音書１６章１５節）

「神はあなたたちの心をご存知である」

心理学の世界でよく使われる「心の四つの窓」というのがありますが、その中の一つの窓は

自分自身も他の人も誰ひとり知ることのない心の領域です。人間の科学的観察と知恵が生み出

した心の分析を参考にすれば、ここに揚げた聖書の言葉はまさにその知りえない心の領域に触

れるものとも言えます。心理学の分野で研究生活を数十年にわたり続けてきた人が『聖書とは

恐ろしい本だね。我々が何十年もかけて知りえたことを紀元前からはっきり言っているんだか

ら』と私に漏らしたことがありました。心の問題とは実に奥が深く、十人十色です。それだけ

に近年、教育の場で幼い子どもまでがベテラン教師すら理解しがたい行動をとることが報告さ

れています。

家庭の中でも同じようなことが起こっています。教育界、医学界はもとより様々な分野の専

門家が必死に取り組んでいますが解決の道は見つかっていません。経済問題などと違って計量

不可能な世界だけに今後も多角的な取り組みが必要でしょう。互いに謙虚に、愛と真実をもっ

て立ち向かうことが必要と思います。

－１１－



聖書の言葉 （ヨハネによる福音書１３章３４節）

「互いに愛し合いなさい」

この言葉はイエス・キリストが弟子たちに命じられたものです。そして、弟子たちはこの命令を世界

に向かって宣べ伝えました。その結果、現代に生きる私たちもこの命令を読みまた聞く事ができるよう

になりました。この命令は単に道徳的・教育的なものというより、人が人として生きてゆく根本姿勢を

明示するものです。何故なら愛は人を生かす力だからです。生まれたばかりの赤ちゃんは自分の力で生

きてゆくことはできません。その成長を助け、見守る母や父あるいはその役割を引き受けてくれる人な

くしては命を保つことはできません。そして愛は愛する人に大きな犠牲を強いるものです。ドイツの宣

教師で加須に親の無い子どもたちのために施設を造った方がいました。『愛には犠牲が伴う』と。一日

の仕事を終えてようやくベットの入ったかと思うとドアをノックされて『先生～ちゃんが熱を出して苦

しそうです』と起こされる。そんなことは日常茶飯の毎日。時には疲れ果てて『なぜこの仕事を始めた

のか』と悔やむことすらあった。

『皆さん、これは愛の犠牲ですねえ』と講演を結ばれました。聴いていた母の会の皆さんが涙をぬぐっ

ておられた姿を私は忘れられません。愛なくしては人は生きられない。この事実を無視するとき世界は

闇となり、地獄と化すことを銘記しておきたいものです。

（２００８年４月）

聖書の言葉 （出エジプト記２０章３～ 4節 a）
『あなたには、わたしをおいてほかに神があってはならない。

あなたはいかなる像も造ってはならない』

これはいわゆる「モーセの十戒」の最初の言葉で、唯一神信仰の基礎をなすものです。

この言葉の解釈は多岐にわたりますが、今回は私なりに一つの理解を述べてみたく思います。

日本では御利益宗教が盛んです。自分にとって有利なことを祈り願うのが基本をなしています。商売

繁盛、家内安全、合格祈願、厄除け・・・・等、殆どが神様が何を自分に求めておられるか？を問うこ

とは意識にのぼってはおりません。神は自分の願いを叶えるために存在するものであって、神の命令に

自分が忠実に従うという宗教観は極めて希薄です。その意味で祈りの基本は殆どが「祈願」であって神

の意志への服従ではありません。何故なら、神の側にも服従を求めて絶対命令を下すような宗教的、倫

理的根拠が無いからです。それはそのはずで人が自分にとって都合のよい神を造ったのだからです。自

分に都合の良い神を祭ってその神に向かって拝むのですから、当然の結果として自分にとって有利なこ

としか祈願しない結果になります。

こうした我が国の神々に比べて聖書の神は絶対唯一の神であり、人のあるべき姿を強く求められます。

その基本になる第一戒が上記の言葉です。人が自分の都合で神を造ることなど全く予想外です。人が聖

なる神の前に鎮まり、その命令に従うことこそ基本なのです。

（２００８年 5月）
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（創世記１１章 4 節）

『さあ、天まで届く塔のある町を建て、有名になろう。

そして、全地に散らされることのないようにしよう』

聖書の中には一度読むと記憶に残る記事がありますが、これはその一つです。

「バベル（混乱）の塔」の話です。アラブ首長国連邦の都市ドバイに来年６月完成を目指して

建設中の「ドバイの塔」（Burj Dubai）の最終数値は発表されていませんが、尖塔高は地上

８１８メートルに達する予定とのこと。石油成金などで富豪となった人がその塔を見てはしゃいでいる

のをテレビの映像で見て人間の考えることは昔も今も変わらないものだとしみじみ思わされました。

一方、中国四川省の大地震とミャンマーのサイクロン被害の大きさが報道されている中でのこと笑えな

い思いでした。

自分に出来ることは小さいと思わず始めようと心に決めました。

自然災害はその都度、人間の無力を思い知らせます。そして、ミャンマーの軍事政権が国民の

あれほどの苦しみを知りながら外国の支援に制限をし続ける姿勢に、軍人が政権を握ってはならないこ

とを改めて思い知らされました。シビリアンコントロールの効かない軍隊ほど始末の悪い

ものはありません。災害で親兄弟を失った幼子も沢山おりましょう。我が子を一瞬にして失った親もお

りましょう。地獄のような状況の中にいる人々のことより政権の維持にこだわり続ける政府など無用で

す。かつての日本がそうであったように。 （２００８・５）

（エレミヤ書６章１６節）

『主はこう言われる。「さまざまな道に立って、眺めよ。

昔からの道に問いかけてみよ。どれが、幸いに至る道か、と。

その道を歩み、魂に安らぎを得よ」』

今日の課題は本当の幸せとは何か？を根本から問い直すことではないでしょうか。

私たちは目先の幸せにのみ心を奪われて、大局的にものを見る目と心を失っているように思えてなりま

せん。ちょっと振り返って考えてみますと、私たちが得ている情報の殆どは新聞、テレビ、ラジオ、イ

ンターネット、携帯電話、そして日頃つき合っている人々から得たものではないでしょうか。しかも私

たちはそうした情報を殆ど疑うこともなく受け容れ、自分自身の考えのように思い込んでいるのではな

いでしょうか。

現代社会では確かに、自分一人で全ての状況を判断することは不可能と言ってよいものがあります。

しかも、社会全体の流れが人為的に操作されて巨大な流れを形成しているとあっては、個人の判断には

自ずと限界が生じます。そこで私たちは自分が収集可能な情報源から得た知識を総合して物事を判断し

ているわけです。自分の価値観と信じ込んでいるものが実はマスメディアによって作られたものであっ

たりすることも無いとは言えません。

今月の聖書の言葉は私たちに意識の転換を呼びかけてくれていると思います。

そして、自分の考えを点検してみよとも。心静めて。 （２００８・６）
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（ガラテヤの信徒への手紙６章７節）

『人は、自分の蒔いたものを、また刈り取ることになるのです』

夏休みに入る季節となりましたが、車でお出かけの機会も増えましょう。そこで私の苦い経

験をお伝えしたく思います。妻や息子夫妻とその子どもたちと車で出かけた時のことです

私一人が車の中に残って妻たちは買い物に行きました。時がたち息苦しくなったので窓を開こ

うとしましたが、ロックされていて開きません。ドアも駄目です。手の打ちようがなく耐える

ほかありませんでした。どうぞこんな惨めな、状況によっては命に関わることをお子さんにし

ないでいただきたいとお願いします。

今月の聖書の言葉は教訓めいた響きに聞こえましょう。この句は読む人によって印象と反応

が異なると思います。本来の意味は人間中心にものを考えて行動する人の陥る結果を指摘する

ものですが、現代社会が余りにも経済成長に価値を置きすぎる傾向をもっていることへの警告

とも読み取れないでしょうか。私たちは自分の家庭が経済的にもある程度の安定をも保ち、家

族も健康に恵まれていれば、他家の幸、不幸などに殆ど関心を持たずに過ごしてしまいます。

否、無関心であることに気づきさえもしません。そうした状況の中で、状来への展望を持ち、

地道な活動に時間と能力を捧げて下さる人々のあることに希望の糸がつながれて行くことをあ

り難く思います。

私たちが良い種を蒔き、子どもたちが良い実りを刈り取れる社会にして行きたいものです。

２００８年８月

（イザヤ書５３章４節）

『彼が担ったのはわたしたちの病。彼が負ったのは私たちの痛みであったのに、

私たちは思っていた。神の手にかかり、打たれたから、彼は苦しんでいるのだ』と。

イザヤ書のこの言葉は誰のことを言っているのか理解されぬまま長い歳月が流れました。

歴史上のある人物がその人と考えられたこともあり、多くの迫害と苦悩の歴史を刻んできたユ

ダヤ人そのものの歴史的使命を暗示するものだとの解釈もなされました。

私が中学生の時、T君という友人がいましたが彼は馬鹿正直といえるほどまじめ一徹の生徒

でした。「廊下を走るな」という規則を他の生徒に守らせようと休み時間には廊下に立って「走

るな走るな」と声を掛けておりました。今おもえば私も他の生徒同様彼を馬鹿にしてわざと廊

下を走ったりしました。こんなことは中学校ならどこにもあることでしょう。でも私は、今で

も彼に済まないことをしてしまったと己を恥じています。この世の中には真剣に世界を憂え、

警鐘を鳴らし続けてくれている人が必ずいます。人々に無視され続け、迫害さえ受けつつも。

さて、上記のイザヤ書の言葉はイエス・キリストに目を注ぐとき確かな答えを与えられます。

そして、私のためにと思わされずにはいられないのです。あなたはどう思われますか。

２００８年９月
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（エフェソの信徒への手紙４章２５節～２７節）

『偽りを捨て、隣人に対して真実を語りなさい。怒ることがあっても、罪を犯してはなり

ません。日が暮れるまで怒ったままでいてはいけません。』（訳文を一部省略しました）

『日が暮れるまで怒ったままでいてはいけません』という言葉に私はかって愕然としたことが

ありました。たまたまその時、私はある人に対して腹を立てていたのです。その怒りはなかなか

治まらず、そんな自分に嫌気がさしていました。そして、たまたま開いて読んだ聖書の言葉がこ

れだったのです。人間関係というものは決して単純ではありません。そして人間関係のもつれほ

どしんどいものはありません。隣人に対して真実を語ることも決して簡単ではありません。

容易であれば聖書はわざわざこういうことを書き残しもしなかったでしょう。昔も今もその意味

では人と人との関係はそう変わらないので２０００年近い昔に書かれたこの言葉が私たちの胸に

響くのだと思います。

考えてみれば人がこの世に生きていられる時間は決して長くはありません。怒ることで罪まで

犯す結果になってはその短い人生の大切な時間を悔い多いものにしてしまいます。真実を語るこ

とが出来れば心も明るく開かれます。そして周囲をも支える結果になりましょう。

２００８年１１月

（マタイによる福音書１章２３節）

『「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」

この名は、「神は我々と共におられる」という意味である。』

年末の１２月は人それぞれに思いが異なる月だと言えましょう。教会幼稚園の子どもさんたち

にはクリスマスを迎える楽しい月であり、ご両親やご家族はお子さんに何をプレゼントしようか

と心砕く月でもあります。また年末を迎えて果たさねばならぬ事柄も山積みしておられましょう。

はたまた世界中に広がっている経済不況の波は個々の家庭にも重圧となって押し寄せております。

２０００年余の昔のイエス・キリストの降誕の時期は庶民の生活は現代とは比べものにならぬほ

ど権力者による抑圧下におかれておりました。その上ローマ帝国の巨大な勢力が頭上を覆ってお

りました。そのような環境の中にイエス・キリストは誕生されました。昔、イザヤという預言者

が残した言葉が上に記したものです。そして、新約聖書マタイによる福音書はイザヤの言葉を引

用してイエス・キリストの名はインマヌエル即ち「神われらと共におられる」だと書きました。

つまりクリスマスは「神さまが私たちと共にいて下さる」ことを悦び祝う時だというのです。

聖書は「神は愛である」と告げております。神の愛即ち真実の愛に思いを馳せるところにクリス

マスはあるのです。

２００８年１２月
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（ヨハネによる福音書８章１２節）

「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を待つ」

２００９年を迎えるにあたり、多くの方々から年賀状を頂きました。

そこには私と家内の健康のために祈って下さる言葉が添えられていました。そして、その言葉を読ん

でいる時にテレビから聞こえてきたニュースは仕事も住居も失った人々の痛切な声とガザ地域の戦闘

の激化を伝えるものでした。６０数年前の戦争を体験した者として如何なる理由があろうとも戦争だ

けはしてはならぬと肝に銘じています。経済成長のために戦争を利用する輩だけは許せません。人間

とはどこまで愚かなのでしょうか。アメリカの子どもが使っている教科書では「戦争を終らせるため

には原爆が必要であった」と書かれています。真実から目をそらして自分の罪を棚上げし、自分を正

当化する。これは他人事ではなく私自身の現実です。なればこそ、自分を照らす真実の光が必要です。

イエス・キリストは「分かっている。見えている」という人々に対し、そこにこそ罪があることを指

摘されました。こうしたことを見据える時、上記のイエス・キリストの言葉は私の心をとらえて離し

ません。

２００９年１月

（フィリピの信徒への手紙２章４節）

「めいめい自分のことだけでなく、他人のことも注意をはらいなさい」

最近、私は自分の身辺のことに心奪われ、他人（ひと）のことに心を向けることが少なくなってい

ることに気付きました。その結果ごく軽い気持ちから口にした私の言葉が他人（ひと）の心を傷つけ

ていたことを知りました。人の心は時として大変傷つきやすいものです。そんなことは百も承知でい

たつもりだった驕りを痛感しました。過ちに気付いた時は素直にお詫びするしかありません。そして

このことと同時に自分が長年にわたり身につけてしまった欠点はなかなか修正しにくいものだとも今

更ながら痛感しています。それは誰のせいでもなく、自分自身の怠慢の結果であると認めざるを得ま

せん。幼い時から立派な両親の育てられてきておりながら己の心をもっと注意深く育てなかった自分

を恥じております。己を正しく知ることは極めて大切なことと思います。

そのためには幼い時から親や家族から率直な心の言葉を聞かされることだと思います。本当の愛があ

ればそれは可能でしょう。甘やかされすぎると自分自身の評価を過り、他人（人）への配慮を見失い

ましょう。

寒い季節、お大切にお過ごしください。

２００９年２月
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（コリントの信徒への手紙（二）１３章１３節）

『主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、

あなたがた一同と共にありますように』

この聖書の言葉は初代教会の祝福の言葉として、聖書に記されているもので、教会では祝祷と呼ばれ礼拝

の終わりに牧師が会衆に向かって捧げる祈りです。私は幼稚園をやがて卒園されるお子さんたち一人一人を

この祈りをもって祝福させていただきたく思います。

誰でも愛する者には最高のものを贈りたいと願うものです。

イエス・キリストは、たとえ、悪い親でも我が子には良い物を与えようとするものだと言われ、愛の神様が

最善のものを私たちに与えようとしておられることを教えられました。この教えは私たちたちが暗い現実だ

けに目を向けて、視野を狭くしてしまうと素直には受け入れられぬものになってしまいます。そのような私

たちに向かってイエス・キリストは目を上げて空の鳥を見よ、野に咲く花を見よと意識の転換を勧められま

した。視点を変えると物事は異なって見えてくるものです。まして人は、子どもはそうです。一つの見方で

くくってしまえばそれまでですが。

誰に対してもその人が神様に祝福されるように祈る心になると事態は変り始めます。

２００９年3月
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